
山
口
県
最
低
賃
金
の
改
正

今
般
、
山
口
労
働
基
準
局
長
よ
り
次

の
と
お
り
、
山
口
県
最
低
賃
金
が
改
正

さ
れ
た
旨
、
公
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
法
の
規
定
に
も
と
づ
き
、

産
業
別
最
低
賃
金
の
適
川
を
受
け
る
労

働
者
を
除
き

現
行
　
一
日
当
り
1
、
八
四
五
円

改
正
　
一
日
当
り

二
、〇
一
五
円

は
改
正
決
定
さ
れ
県
内
の
全
労
働
者

に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
、
本
年
十
月
二

十
四
日
よ
り
効
力
を
発
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
各
事
業
主
は
雇
傭

さ
れ
て
い
る
従
業
員
等
の
賃
金
は
こ
の

最
低
賃
金
額
を
上
回
る
よ
う
必
要
な
措

置
を
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

な
ど
、
各
産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
き

ま
し
て
も
、
近
く
、
順
次
改
正
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
十
分
留
意
し
て

下
さ
い
。

（
価
格
一
、つ
呂
円

輿ヽ
呂
円
ま
で
）

モ
ー
ニ
ン
グ

大
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
着

小
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
着

（
価
格
各
々
一
、
〇
〇
〇
円
）

も
服

夏
物
（
一
枚
）
　
二
、
〇
〇
〇
円

冬
物

二
枚
）
　
　『

○
○
○
円

（
小
物
も
揃
っ
て
い
ま
す
）

以
上

善
　
　
意

一
、
香
典
返
し
寄
付

下
中
小
野
　
　
宮
垣
実
夫

母
　
フ
キ
死
亡

津
　
雲
　
　
　

白
井
リ
ョ
コ

夫
　
松
治
死
亡

豊
　
原
　
　
　
五
島
　
　
勝

母
　
チ
ョ
死
亡

野
波
瀬
　
　
　

東
野
徳
一

父
　
孫
蔵
死
亡

野
波
瀬
　
　
　
高
野
与
作

妻
　
イ
シ
死
亡

宗
　
頭
　
　
　

末
永
信
也

母
　
君
子
死
亡

二
、
見
舞
返
し
寄
付

浅
　
田
　
　
　

大
田
定
道

三
、
一
般
寄
付

三
隅
盆
親
会
長
　
兼
重
　
　
香

お
よ
ろ
こ

び

申
し
上
げ
ま
す

昭
和
5
1年
９
月
2
8日
か
ら
1
0月
2
1日

ま
で東

　
方
　
長
尾
有
子
　
　
一
　
美

豊
　
原
　
山
中
優
宏
　
　
修
　
二

浅
　
田
　
小
林
克
徳
　
　
一
　
郎

向
　
山

野
波
瀬

野
波
瀬

平
　
野

山
本
寛
子

白
井
振
一
郎

田
村
知
巳

田
中
奈
苗

恪
守
　
夫

成
治
朗

栄
　
治

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

昭
和
5
1年
９
月
2
7日
か
ら
1
0月
2
1日

ま
で明

和
苑

津
　
雲

豊
　
原

野
波
瀬

二
条
窪

野
波
瀬

宗
　
頭

宮
垣
フ
キ

白
井
松
治

五
嶋
チ
ョ

東
野
孫
蔵

槌
田
シ
ノ

高
野
イ
シ

末
永
君
子

七
四
才

六
〇
才

七
三
才

七
六
才

六
二
才

八
二
才

六
一
才

精

神

薄

弱

者

援

護

更

生

巡

回

相

談

日
　
時
　
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
三
十

日
十
時
半
？
十
四
時

場
　
所
　
長
門
市
役
所

日
　
時
　
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
十
四

日
十
時
半
？
十
四
時

場
　
所
　
油
谷
町
中
央
公
民
館

対
象
者
　
精
神
薄
弱
者
ま
た
は
、
そ
の

疑
い
の
あ
る
も
の
。

相
談
内
容
イ
精
神
薄
弱
者
更
生
援
護
施

11月行事予定

上旬　定例農業委員会

中旬　土地改良区総代会

‘` 旬　町職員同和研修会
中旬　上中小野健康相談日

部落検便回収日

乳児検診

15 日

設
へ
の
入
所
判
定

○
精
神
薄
弱
者
の
精
神
神
経
医

学
的
診
断

障
害
福
祉
年
金
の
廃
疾
認
定

診
断

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
支
給
該

当
児
の
認
定
診
断
及
再
認
定

⑥
精
神
発
達
、
性
格
お
よ
び
適

職
群
の
発
見
、
選
定
等
の
心

理
的
職
能
的
相
談

そ
の
他
家
庭
環
境
の
調
査
お

よ
び
指
導
、
精
神
疾
患
に
対

す
る
医
療
助
言

そ
の
他
　

来
談
者
が
一
人
で
行
く
こ
と

は
相
談
に
不
明
な
点
が
多
く
、
事
情
が

わ
か
ら
な
い
の
で
必
ず
近
親
者
ま
た
は

本
人
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る
も
の

が
同
伴
す
る
こ
と
。

冬
期
の
役
場
執
務

時
間
の
変
更

来
る
十
一
月
一
日
か
ら
翌
年
二
月
末

日
ま
で
の
執
務
時
間
を
平
日
は
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

と
し
土
曜
日
に
つ
い
て
は
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
○
時
十
五
分
ま
で
と
し

ま
す
の
で
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

19日　成人病教室　10～12　24～2

6　インフルエンザ

21日　消防団幹部訓練

26日～12月２日　秋季火災予
防運動

９日　少年少女交通安全会議

下旬　狩猟者講習会（山口）

８日　全国和牛能力共進会

（人丸）

６

雇用用
促
進
融
資
で
! !

職場づくりは

雇
用
促
進
事
業
団
で
は

労
仂
者
の
確
保
を
柱
と
す

る
職
場
．つ
く
り
を
援
助
す

る
た
め
事
業
主
に
対
し
て

労
働
者
住
宅
福
祉
施
設
等

の
設
置
又
は
整
備
に
必
要

な
資
金
を
長
期
　
低
利
に

融
資
し
て
い
ま
す
。
受
付
期
限
は
昭
和

5
2年
１
月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
申
し
込
み
は
な
る
べ
く
早
目
に
お

願
い
し
ま
す
。
申
し
込
み
手
続
き
等
詳

細
に
つ
い
て
は
最
寄
り
の
公
共
職
業
安

定
所
又
は
山
口
県
雇
用
保
険
課
（
Ｔ
Ｅ

Ｌ
０
８
３
９
２
・
２
・
3
1
1
1
　

内

線
三
六
〇
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

婦
人
会
の
貸
衣
裳

に

つ

い
て

婦
人
会
が
貸
衣
裳
を
も
っ
て
い
て
、

皆
様
の
御
要
望
に
こ
た
え
て
い
る
こ
と

は
、
よ
く
ご
存
知
の
所
で
ご
ざ
い
ま
す

。
昨
年
度
は
新
し
く
留
袖
と
帯
を
新

し
て
お
り
ま
す
し
、
今
年
も
更
に
留
袖

を
二
枚
っ
く
り
ま
し
た
。
又
今
迄
の
も

の
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
、
重
ね
の

白
も
新
し
く
い
た
し
ま
し
て
、
需
要
期

に
そ
な
え
て
お
り
ま
す
。
公
民
館
に
保

管
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
御
気
兼
ね
な

く
お
出
か
け
下
さ
い
。
次
に
お
よ
そ
の

向
と
価
格
を
あ
げ
て
お
き
ま
す
の
で
、

御
希
望
の
方
は
直
接
実
物
を
ご
ら
ん
下

さ
る
様
ね
す
す
の
し
ま
す
。

尚
色
々
の
御
意
見
も
お
っ
し
や
っ
て

下
さ
る
と
、
又
皆
様
の
お
役
に
立
つ
こ

と
が
出
来
て
幸
せ
ま
で
。

留
袖

二
〇
才
～
三
〇
才
前
後
　
二
枚

三
〇
才
～
四
〇
才
前
後
　
二
枚

四
〇
才
～
五
〇
才
前
後
　
二
枚

五
〇
才
～
六
〇
才
前
後
　
二
枚

六
〇
才
以
上
　
　
　
　
　

二
枚

（
価
格
四
、
つ
呂
円
ヽ
／
1
、
0
0
0
円
ま
で
）

帯二
〇
才
代
　
　
　
　
　
　
三
本

三
〇
才
代
　
　
　
　
　
　

二
本

四
〇
～
五
〇
才
代
　
　
　

六
本

７

六
〇
才
以
上

‘
　
勹

’
　
二
本
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